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１ 江戸のおもかげを観る                                                             

目に見えた江戸の名残／年中行事に残る江戸のお

もかげなど４編 

２ 江戸っ子の心意気                                                                   

江戸ッ子の話／いわゆる「江戸っ児気質」／宵越し

の金を持たない江戸気質／江戸ッ子の鼻ッ張／江

戸っ児貧乏江戸っ子の駄洒落など 10 編 

３ 花見は一大イベント                                                                

江戸のお花見／上野の花見／飛鳥山の花見／江戸

の梅見など５編 

三田村鳶魚・岡本綺堂・宮武外骨・河竹繁俊・山下重民・斎藤
隆三・森銑三・綿谷雪・原胤昭らの作品。図版 85 点を収録。 

 

４ 盛り場・芝居・見世物                                                              

江戸の芝居／猿若町三座の沿革／芝居茶屋／芝居

の稲荷町／江戸の大道芸／両国の見世物／見世物

としての女相撲／江戸時代の富興行など 11 編 

５ 祭りの熱狂                                                                      

江戸の祭さまざま／山王祭と神田祭など６編 

６ 仕事・暮らし・娯楽あれこれ  

物売りの姿いろいろ／床屋と町内の廻り髪結／む

かしの魚市場／飲食三昧の江戸／料理屋の今昔／

おけいこと手習／戯作者の原稿料と出版部数など

10 編 
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